
シマぬゆしぐとぅ

～ 先人達の教え ～

奄
美

文
化

遺
産

『
シ

マ
グ

チ
こ

と
わ

ざ
』

２
０

１
４

大
和

村
ふ

る
さ

と
カ

レ
ン

ダ
ー



子なしど

　　親ぬくとぅ思ゐ

くわあ

　　　　　　　 うや　　　　　　　　　　　　　　　おもい

　
子
を
産
ん
で
親
の
こ
と
を
思
う
。
子
を
産
ん
で
初
め
て
親
の
こ
と
を
考
え
る
。
自
分
の
子
が
生
ま
れ
て
か
ら
親
の
苦
労
が
分
か
り
、
親
の
あ
り
が
た
さ
も
分
か
る
「
子

を
産
ん
で
親
の
愛
を
思
う
（
く
ゎ
、
な
し
、
う
や
ぬ
、
か
な
さ
、
お
も
ゐ
、）」、「

子
を
産
ん
で
こ
そ
親
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
（
く
ゎ
、
な
し
ば
ど
ぅ
、
う
や
ぬ
、
く
ぅ
と
ぅ
、

お
も
わ
り
ゅ
る
）」
と
も
い
う
。

（
三
上
絢
子
編
『
奄
美
諸
島
の
諺
集
成
』
か
ら
）

シ
マ

ぬ
ゆ

し
ぐ

と
ぅ

～
先

人
達

の
教

え
～

ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
・
水
辺
の
広
場
）



水や山おかげ

　　人や世間おかげ

みずぃ　　　　やま

　　　　　　　ちゅう　　　　　せけん

　
山
の
お
か
げ
で
水
が
保
た
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
人
も
世
間
の
中
で
も
ま
れ
、
み
ん
な
の
力
に
よ
っ
て
成
長
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
両
親
、
恩
師
、
友
人
、

先
輩
方
の
お
力
で
現
在
の
自
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
教
訓
。
（
三
上
絢
子
編
『
奄
美
諸
島
の
諺
集
成
』
か
ら
）

シ
マ

ぬ
ゆ

し
ぐ

と
ぅ

～
先

人
達

の
教

え
～

宮
古
崎
つ
つ
じ
ウ
ォ
ー
ク
（
国
定
公
園
宮
古
崎
）



木や木ぬ中

　　人や人ぬ中

　き　　　　　　き　　　　 なは

　　　　　　　ちゅう　　　 ちゅう　　　　なは

　
木
は
木
の
中
で
育
っ
て
こ
そ
良
材
、
人
は
人
の
中
で
揉
ま
れ
て
こ
そ
逸
材
と
な
る
。
杉
な
ど
は
杉
林
の
中
で
こ
そ
、
す
く
す
く
と
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
良
材
と
な
り
、

人
は
多
人
数
の
中
で
鍛
え
ら
れ
て
こ
そ
初
め
て
よ
き
人
材
と
な
る
。

（
三
上
絢
子
編
『
奄
美
諸
島
の
諺
集
成
』
か
ら
）

シ
マ

ぬ
ゆ

し
ぐ

と
ぅ

～
先

人
達

の
教

え
～

自
然
体
験
学
習
会
（
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
・
キ
ャ
ン
プ
場
）



一人ぬ魂ぎきよっか

　　馬鹿三人勝り

　 ちゅうり　　　　 たまし

　　　　　　　　ば　か　　　みちゃり　　 まさ

　
頭
の
い
い
人
が
一
人
で
仕
事
を
す
る
よ
り
、
頭
は
悪
く
て
も
知
恵
を
出
し
合
い
三
人
協
力
し
あ
っ
て
す
る
方
が
仕
事
が
う
ま
く
い
く
。「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」

と
も
い
う
。

（
三
上
絢
子
編
『
奄
美
諸
島
の
諺
集
成
』
か
ら
）

シ
マ

ぬ
ゆ

し
ぐ

と
ぅ

～
先

人
達

の
教

え
～

ひ
ら
と
み
祭
り
・
舟
漕
ぎ
競
争
（
思
勝
港
）



　唄半学

　　　　　　うた　　　　はんがく

　
歌
謡
は
半
分
が
学
問
で
あ
る
。
歌
を
知
る
こ
と
は
、
半
分
学
問
を
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
特
に
奄
美
地
方
で
い
わ
れ
る
表
現
で
あ
り
、
奄
美
の
島
唄
に
は
教
訓
歌
が

多
く
、
そ
こ
か
ら
学
び
取
る
多
大
な
教
え
が
あ
り
、
い
に
し
え
の
先
人
達
は
識
字
を
持
た
な
く
と
も
歌
に
託
し
て
、
人
生
学
を
歌
い
継
い
で
い
て
、
か
つ
て
各
家
庭
で
は

そ
の
歌
詞
で
教
育
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
島
唄
に
は
諺
が
多
く
唄
わ
れ
て
い
る
。

（
三
上
絢
子
編
『
奄
美
諸
島
の
諺
集
成
』
か
ら
）

シ
マ

ぬ
ゆ

し
ぐ

と
ぅ

～
先

人
達

の
教

え
～

八
月
踊
り
（
国
直
集
落
）



甘むんや一人

　難儀むんや群れてぃ

 あま　　　　　　　　　　　　 ちゅうり

　　　　　なんぎ　　　　　　　　　　　　　ぶ

シ
マ

ぬ
ゆ

し
ぐ

と
ぅ

～
先

人
達

の
教

え
～

　
美
味
し
い
ご
馳
走
は
、
ひ
と
り
で
食
べ
る
の
が
よ
い
。
難
儀
な
仕
事
は
、
大
勢
で
や
っ
た
方
が
よ
い
。
簡
単
な
事
柄
は
一
人
の
判
断
で
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
数

の
人
の
判
断
力
に
よ
っ
て
、
よ
い
結
果
が
生
み
出
さ
れ
る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
大
変
な
こ
と
は
大
勢
で
行
う
と
難
儀
で
は
な
い
。

（
三
上
絢
子
編
『
奄
美
諸
島
の
諺
集
成
』
か
ら
）

奄
美
大
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
２
４
０
Ｋ
（
徳
浜
の
断
崖
）



若さん時の難儀や

　　買うてでんすぃり

 わあ　　　　　　　　とき　　　　　　なんぎ

　　　　　　　 こ

シ
マ

ぬ
ゆ

し
ぐ

と
ぅ

～
先

人
達

の
教

え
～

　
若
い
時
の
難
儀
苦
労
は
、
買
っ
て
で
も
せ
よ
。
若
い
時
の
苦
労
は
、
み
な
貴
い
経
験
と
な
っ
て
将
来
の
た
め
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
求
め
て
苦
労
を
す
る

の
が
よ
い
。
若
い
と
き
に
体
験
し
た
こ
と
が
、
社
会
で
お
お
い
に
役
立
つ
。

（
三
上
絢
子
編
『
奄
美
諸
島
の
諺
集
成
』
か
ら
）

村
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
（
ヒ
エ
ン
浜
・
戸
円
集
落
）



ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
・
水
辺
の
広
場
）

　
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が
満
開
を
迎
え
る
１
月
最
終
日
曜
日
、
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
一
帯

で
「
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、
桜
並
木
や
水
辺
の
広
場
、
マ
テ
リ
ヤ

の
滝
周
辺
を
廻
る
コ
ー
ス
で
、
４
キ
ロ
か
ら
６
キ
ロ
、
８
キ
ロ
の
順
路
を
ご
用
意
。
鳥
た

ち
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
満
開
の
桜
の
も
と
ご
家
族
や
友
人
達
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
。

宮
古
崎
つ
つ
じ
ウ
ォ
ー
ク
（
国
定
公
園
宮
古
崎
）

　
宮
古
崎
は
タ
イ
ワ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
開
花
時
に
は
岬
を
真
っ
赤

に
染
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
現
在
は
そ
の
多
く
が
盗
掘
に
よ
り

姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
国
直
集
落
民
を
中
心
と
す
る
人
た
ち
は
、
ツ
ツ
ジ
の
復
活

を
願
う
と
共
に
多
く
の
人
に
宮
古
崎
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ツ
ツ
ジ
の

植
樹
と
併
せ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
宮
古
崎
の
雄
大
な
自
然
を
感

じ
な
が
ら
、
自
然
の
再
生
に
手
を
差
し
伸
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
然
体
験
学
習
会
（
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
・
キ
ャ
ン
プ
場
）

　
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
は
奄
美
大
島
最
高
峰
・
湯
湾
岳
の
麓
に
広
が
る
福
元
盆
地
に

整
備
さ
れ
た
森
林
公
園
。
周
辺
は
亜
熱
帯
常
緑
広
葉
樹
の
森
に
囲
ま
れ
、
希
少
な
動
植
物

が
数
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
公
園
内
は
、
マ
テ
リ
ヤ
の
滝
を
中
心
と
し
た
「
渓
流
ゾ
ー

ン
」
や
、宿
泊
施
設
の
あ
る
「
キ
ャ
ン
プ
ゾ
ー
ン
」、水

辺
の
広
場
周
辺
の
「
水
辺
ゾ
ー
ン
」、

運
動
公
園
を
中
心
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
」
か
ら
な
り
一
年
を
通
じ
て
自
然
と
触
れ

合
う
事
が
で
き
る
自
然
体
験
型
公
園
で
す
。

ひ
ら
と
み
祭
り
・
舟
漕
ぎ
競
争
（
思
勝
港
）

　
ひ
ら
と
み
祭
り
は
、
大
和
村
連
合
青
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
す
る
手
作
り
の
夏
祭

り
。
祭
の
名
は
、わ
が
国
製
糖
業
の
祖
、直
川
智（
す
な
お
か
わ
ち
）翁
を
祀
っ
た
開
饒（
ひ

ら
と
み
）神
社
に
由
来
し
ま
す
。
祭
り
の
メ
イ
ン
は
何
と
言
っ
て
も
伝
統
の
舟
漕
ぎ
競
争
。

ア
イ
ノ
コ
と
呼
ば
れ
る
木
造
船
に
漕
ぎ
手
７
名
が
乗
り
込
み
、
力
強
い
櫂
さ
ば
き
で
勝
負

を
競
い
ま
す
。
夏
の
舟
漕
ぎ
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
大
会
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
ひ
ら
と
み
祭
り
。
大
会
に
は
村
内
外
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
が
集
い
ま
す
。

八
月
踊
り
（
国
直
集
落
）

　
八
月
踊
り
は
、
稲
作
の
収
穫
を
終
え
た
旧
暦
八
月
、
豊
作
へ
の
感
謝
と
平
和
を
祈
願
し

て
踊
ら
れ
る
奄
美
大
島
の
伝
統
芸
能
。
人
々
は
チ
ジ
ン
（
鼓
）
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
男

女
が
交
互
に
唄
を
掛
け
合
い
深
夜
ま
で
踊
り
明
か
し
ま
す
。
唄
の
歌
詞
は
歌
い
出
し
こ
そ

決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
は
無
数
に
あ
る
歌
詞
の
中
か
ら
ウ
チ
ジ
ャ
シ
（
先
導
役
）

が
即
興
で
選
び
、
唄
い
ま
す
。
歌
詞
の
内
容
も
あ
い
さ
つ
か
ら
恋
愛
、
人
生
訓
な
ど
多
岐

に
渡
り
、
そ
の
多
彩
さ
か
ら
「
唄
半
学
」
の
諺
が
あ
る
ほ
ど
。

奄
美
大
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
２
４
０
Ｋ
（
徳
浜
の
断
崖
）

　
奄
美
大
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
２
４
０
Ｋ
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
は
「
日
本

で
一
番
長
い
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
と
銘
打
た
れ
た
自
転
車
競
技
。
奄
美

市
名
瀬
運
動
公
園
を
発
着
点
に
、
奄
美
市
笠
利
町
～
瀬
戸
内
町
～
宇
検
村
～
大
和
村
と
奄

美
大
島
を
グ
ル
ッ
と
一
周
す
る
レ
ー
ス
。
特
に
大
和
村
内
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
過

酷
な
コ
ー
ス
で
す
が
、
東
シ
ナ
海
沿
い
の
景
勝
地
が
連
続
す
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
選
手

達
は
雄
大
な
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
疾
走
し
て
い
き
ま
す
。

村
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
（
ヒ
エ
ン
浜
・
戸
円
集
落
）

　
村
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
は
、
大
和
村
内
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
で
行
う
集
落
対
抗
の
駅

伝
競
走
。
今
里
か
ら
国
直
～
思
勝
ま
で
の
２
５
キ
ロ
、
１
４
区
間
を
集
落
の
栄
誉
を
掛
け

て
競
い
ま
す
。
開
催
30
回
を
数
え
る
歴
史
あ
る
大
会
で
す
が
人
口
の
減
少
や
少
子
化
の

影
響
に
よ
り
各
チ
ー
ム
と
も
選
手
選
考
に
苦
慮
。
平
成
２
５
年
第
３
０
回
大
会
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
大
会
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
大
変
残
念

で
す
が
今
後
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
な
ど
形
を
変
え
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

奄
美
諸
島
の
諺
集
成
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者
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